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YMSN 研修会から

「SST（再）入門～『ベラック方式』の理論と体験～」を実施して 

 ～ YMSN 研修会～ 

ＹＭＳＮ理事  佐藤 幸江 

 

2025 年 10 月 13 日（月・祝）ウィリング横浜にて、

当法人のスキルアップ研修の 1 つとして「SST（再）

入門～『ベラック方式』の理論と体験～」を開催しま

した（全 4.5 時間）。この研修は「めんたるねっと」第

83 号（2025 年 1 月 25 日発行）で、私が執筆した盛

岡での SST ワークショップの記事の中で「今度はこ

の研修をメンタルネットで企画したい」と宣言し、実

現したものです。講師は盛岡でご一緒した金山正恵さ

んが今回も快く引き受けてくださり（金山さんの持っ

ている“安定感”は私にとって非常に心強いのです）、

再びコンビを組めたのも大変嬉しいことでした。 

 

当日は 9 名の方にご参加いただきました。参加者の

皆さんの背景は様々で、幅広い方が SST の技法や理

念に関心を持ってくださっていることを強く感じま

した。研修タイトルには、SSＴに初めて触れる方、改

めて学び直したい方など、多くの方に役立つものにし

たいとの思いを込めました。SST には日々の臨床に生

かせるエッセンスがたくさん含まれているのも魅力

です。そして、ベラック方式は構造がより明確で誰に

とっても学びやすいという利点もあります。基本をし

っかり押さえているからこそ、応用も可能になるのが

ベラック方式の非常にすぐれた点ですので、きっと参

加者の皆さんのニーズにお応えできるだろう、と思い

つつ、今日のグループ（研修も 1 つの「グループ」だ

と思っています）はどんな展開になってゆくのか・・・

と少しドキドキしながらスタートしました。 

 

研修は自己紹介で始まり、午前中はレクチャー、そ

して「ほめ言葉を伝える／受け取るスキル」のワーク

をペアで行い、ベラック方式の「スキルを学ぶ」スタ

イルを体験してもらいました。午後は 2004 年にベラ

ック先生が来日した際のデモンストレーション映像

を見てもらい（ホンモノから学ぶ！）、それをもとに

したシナリオロールプレイを行う形としました。 

その後は、私がリーダー、金山さんがコリーダーを

担い、参加者の皆さんが自分自身の練習をする「SST

体験」の時間です。ベラック先生のデモンストレーシ

ョン（相手の依頼を断るスキル）をモデルに練習を進

めるうちに、同じスキルからイメージが広がり「こう

いう練習をしたい」と希望を出す参加者の方が主役と

なり、個別化した練習へと発展していきました。これ

がまさにベラック方式の醍醐味、そしてグループの力

でもあるといえるでしょう。主役の方の練習を全員が

 

 ベラック先生のデモンストレーション、 

今回 DVD で見ていただきました  
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「自分ごと」として考える姿と、熱量を感じるグルー

プがそこにはありました。私たち講師も皆さんととも

に、時にはブレインストーミングの技法も用いながら

知恵を出し、体験を分かち合いながらセッションは進

み、最後は全員参加のダイナミックなロールプレイが

展開されたのでした。終了時のシェアリングでは、主

役の方が受け取ったエネルギーやチャレンジした勇

気がグループ全体に共有され、あたたかな雰囲気とグ

ループとのつながりを強く感じながら、この日の研修

は終了しました。 

SST はその構造や技法が明確であるがゆえに、ある

種マニュアル的、と感じられることも多いのですが、

決してそのようなことはなく、個別性を重視しつつ、

グループのよさも最大限に活用します。ロールプレイ

で「実際にやってみる」ことで、気持ちや考え方に変

化が及ぶのもアクション・メソッドならではといえる

でしょう。こういった「グループとしての SST」を体

験できる場を今後もぜひ企画してゆければと思って

います（また宣言？いやいや、アンケートでも多くの

希望を頂きましたので、ぜひ有言実行としたいところ

です）。 

そして、来たる 3 月 21～22 日に慶應義塾大学三田

キャンパスで開催される「第 43 回日本集団精神療法

学会」では、私と金山さんとで「体験から学ぶ SST

ワークショップ」を実施することが決まりました。こ

こではまた違った「グループとしての SST」を体験し

ていただけるのではと思います。ご興味のある方、こ

ちらもぜひお越しください。 

（詳細は下記ウェブサイトをごらんください。 

https://jagp1983.com/?page_id=24117 ） 

今年も多くの方とグループをともに体験できる一

年になりますように！新たな出会いと再会とを楽し

みに、それぞれのグループの場でお待ちしております。 

 

 

コリーダーとして（リンクスメンタルクリニック 金山正恵） 

佐藤幸江先生とともに講師を担当いたしました金

山正恵です。盛岡に引き続きこのような機会を頂き、

大変嬉しく参加させていただきました。 今回「ほめ

言葉を伝える／受け取るスキル」は、私が研修講師を

担当することになり、『伝える』ための練習をさせて

いただきました。準備していた内容を事前に幸江先生

にお見せしたところ「シンプルに伝えることが大事」

とご指摘を受け、半分ほどを削ることになりました。

私は丁寧に伝えようとするあまり、説明が長くなる傾

向があるため、自身の傾向を再認識する機会になりま

した。また、先生から「みんなと一緒に楽しくね」と

コメントがあり、気持ちが楽になるとともに一番大事

なことを教えていただきました。 午後は「SST 体験」

から「個別化した練習」へと発展していく中で、練習

に取り組む方を皆で応援しようとするグループのつ

ながりを感じました。皆さんの積極性や熱意が印象的

でした。最後の感想では、今回の学びをどのように臨

床の場や日常生活に生かしていくかという視点で語

られる方が多く、研修が実践につながるものとして受

け取られていることを感じました。  

今年もまずは３月の学会へと続いていきます。学び

の場が継続し、さらに新たに広がりを見せていくこと

を楽しみにしております。  

 

 20 年ほど前のベラック先生と私、原著にサインとメ

ッセージをもらいました  

https://jagp1983.com/?page_id=24117
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参加者アンケートから 

⚫ 自己紹介３０秒チャレンジ→「話が長い人」の対応に苦心しているので取り入れてみようと思います 

⚫ べラック式もリバーマン式も根本は同じで、アセスメントの重要性も同じであることが分かって良かっ

たです 

⚫ ブレインストーミングでは一人の課題にみんなで案を話し、本人が決定するという内容で、参加する意

義や楽しさを感じました。持ち帰って実践に活用したいと思いました 

⚫ SSTの場、温かい雰囲気の大切さ、肯定的なフードバックの大切さ、たくさんの事を学ばせて頂き、実

行していきたいと感じました 

⚫ 最後のロールプレイングが日常の具体性があって良かったです 

⚫ SSTのことを全然知らない所から、本日研修に参加したことで、リバーマンとべラックの理論を学ぶこ

とができ、実際にスキル体験をすることでこの場面でこうすればいいという自信に繋がりました 

⚫ 誉め言葉を伝えるスキルと妥当ではない依頼を拒否するステップは仕事でも当事者家族との会話でも

積極的に取り入れていこうと思いました 

⚫ 全体を通して表情や声のトーン、肯定して受け入れているということを伝えながらセッションを進めて

いくことが大切だと感じました。「やってみませんか？」より「やってみましょう」という声かけの方

が取り組みやすいというささやかな一声も大きな影響があると気づけてよかったです 

⚫ ロールプレイやべラックの DVD映像を見て身体を使って学べたのが良かった。フィードバックをしてい

く事の重要さに気付くことができました 

 

 

今後の研修案内  ご参加お待ちしています 
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トピックス

障がい者と貧困と 

 ～ 生活保護費引き下げ減額処分の取り消し訴訟を巡って～ 

 

 2013 年から 15 年に生活保護費を引き下げたのは違

法だとして受給者が国と自治体に減額処分の取り消

しなどを求めた２件の訴訟（以下当該訴訟と略す）の

上告審で、最高裁は 2025年６月 27日、違法と認め処

分を取り消す統一判断を示した。同種訴訟は 29 都道

府県で 31 件起こされ、地裁、高裁の判決は割れてい

たが今後はこの最高裁判断に沿った結論になるとみ

られている。しかし、国は原告側に謝罪せず、速やか

に補償にも応じていないのである。 

当該訴訟判決後の政府等の対応 

 政府は 2025 年 11 月 21 日、当該訴訟について補償

は当時の減額分の一部にとどめる方針を決定した。当

時の経済状況を踏まえ、違法とされなかった手法なの

で全受給者を対象に改めて引き下げた上で 13 年から

の減額分との差額を支払う。原告には長期間の訴訟負

担などに配慮して保護費とは別に特別給付金を上乗

せ支給する。訴訟への参加の有無で支給額に差が出る。

（2025/11/25 神奈川新聞） 

 これに対応して日本弁護士連合会の元会長ら弁護士

有志が 1 月 15 日、対応策の撤回を求める共同声明を

厚生労働省に提出した。今回の減額調整について行政

が司法の判断を黙殺するに等しいものだと批判し、全

ての受給者に最高裁判決が取り消した減額よりも前

の基準との差額支給を求めたのである（2026/1/16 毎

日新聞参照)。 

障がい者 78％が貧困状態 

 障がい者が通う事業所などの全国組織「きょうされ

ん」が行った障がい者 5000 人以上を調査した結果で

は、貧困状態に相当する収入の人が 78.6%に上ったと

発表している（2024/7/31 毎日新聞）また、障害年金

を含む収入を調べた結果、中間的な所得の半分に当た

る年収１２７万円を下回る「相対的貧困」の人は78.6 %。

収入とは別に生活保護受給者を調べると 11.5％だっ

た。きょうされんによると国民全体に占める受給者の

割合は１％で大きく上回ったという。さらに親と同居

している人は 40～44 歳で 51.7%、50～54 歳で 30.7%、

ということで自立した生活を送れている人は少ない

現実がある。 

 また、2024年度にハローワークが把握した障がい者

の解雇者数は 9312 人にのぼり、そのうち障がい種別

では精神障がい者が 4244 人で最も多かった。9312 人

の８割にあたる 7292 人は、就労継続支援Ａ型事業所

で働いていた障がい者だった。解雇の主な理由は「事

業廃止」「事業縮小」で経営難に陥りやすい事業所で

働かざるを得ない障がい者は影響をうけやすく生活

困難に陥りやすい。障がい者の貧困は社会的な状況で

発生しているのである。 

今回の当該裁判に対する最高裁の判断は国・厚労省

の権力乱用にストップをかけたものである、にもかか

わらず、あくまでも保護費 2、49%を引き下げての補償。

低所得層との「ゆがみ調整」で減額というが生活保護

の申請件数はそれまでの 10 年と比較するとコロナ禍

を境として増加傾向にある。その影響でぎりぎりのと

ころで生活保護を受給できずにいる低所得世帯も増

えていると考えるべきだろう。だとしたらその一般低

所得層の生活水準そのものを引き上げる何らかの施

策が講じられるべきであり国の無策の方が問題なの

である。 

障がい者特に精神障がい者には未だに根強い偏見

がある。また、生活保護受給者にも偏見や差別があり

バッシングが起こりやすい。生活保護制度は憲法２５

条の生存権を具体化する最後の砦とされる制度であ

る。国が職権を濫用した時ストップをかける唯一の抗

議方法は裁判だけである。いくつもの偏見・社会的不

利を背負っている人々が裁判を通じて声をあげてい

くのは多くの困難を伴う。これらの弱みにつけ込むよ

うな当該裁判の最高裁判断への軽視は、人権侵害であ

り許されることではないと思われる。                      

(ＹＭＳＮ 森川充子) 
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SST の現場から 

基調講演「ニューロアファーミングの実践と co-SST の理念との深い親和性」 

～SST 学術集会第 26 回大会 in 高知～ 
 
 

SST普及協会の30周年大会で大変お世話になった門

田篤さん(松山記念病院)が実行委員のこの大会に参

加しないわけにはいかない、と高知まで足を運ぶ勢い

で申込を決めたのは、1 年前の池袋大会でした。その

後オンラインと知るのですが、久しぶりの全国発信の

SST を学びたいと考え、参加に至りました。全てが視

聴できたわけではないのですが、新しい試みで SSTを

実践していることを知り、刺激になりました。今回は、

「co-SST四国」の現状と今後についてのシンポジウム

の基調講演を紹介していきます。 

学術紹介抄録より 

共同創造型 SST(co-SST)の意義 

基調講演を聞くにあたり、協働創造型 SSTの意義に

ついて確認しました。以下、抄録の抜粋です。 

現代の対人支援領域は、従来の審問職優位なモデル

から、当事者中心性と尊厳の尊重を最上位に置く協働

的アプローチへの根本的な転換期を迎えています。

SST 普及協会の「co-SST 共同創造型 SST」の理念は、

この時代の要請に応えるもので、co-SSTの目的は、当

事者の「生きる力」と「希望」を尊重し、協働意思決

定や、主体的な学習支援を重視することにあります。

(以下省略) 

基調講演 

「ニューロアファーミングの実践と co-SST の理念と

の深い親和性」 

オーストラリア・パースで神経多様性の方々を支援

する作業療法士のヘザー・ファーガソン氏は、ご自身

がニューロダイバージェント(自閉スペクトラム症、

ＡＤＨＤ、学習障害など)であるその経験と専門性を融

合させ、神経多様性を肯定的にとらえる「ニューロア

ファーミング・セラピー」という先進的な実践に取り

組んでいます。このアプローチは、神経多様性を病理

としてではなく、人類の自然な変異として、尊重する

点で、当事者の個性を尊重し、主体性を重視する

co-SST の概念に合致しています。(抄録より) 

「作業療法のメニュー」 

下記は、ヘザー氏が作業療法士(ＯＴ)として働く現

場での「ニューロアファーミング・セラピー」メニュ

ーを紹介してくれたものです。２０２４年からこのメ

ニューを取り入れ、８歳から２２歳の自閉症スペクト

ラムの方への支援に取り入れているそうです。 

① 権利を守るための啓発活動 

② 社会性のスキル 

③ 日常生活スキル 

④ 運動機能スキル（腕・脚・胴体などの大きな筋

肉を使い、体を動かす能力のことで、走る・跳

ぶ・歩く・登るなどの全身運動） 

⑤ 感覚ニーズ  

⑥ 手先の機能 

⑦ 高次脳機能 

⑧ 感情や行動 

上記の８つの視点を取り入れたトレーニングメニュ

ーを作っているということでした。 

ニューロアファーミングの原則 

 そもそも、このプログラムを実施する主軸となる事

柄が、以下の 6項目で、ヘザーさんがとても大事にし

ていることだと紹介しています。 

① 個人の多様性を受け入れること  

② アイデンティティを尊重すること  

③ 多様な背景を持つ人々が、その違いに関わらず、

社会の中で公正に評価され、能力を最大限に発

揮できる環境を積極的に作り出すための行動  

④ 本人中心のゴール  

⑤ 当事者の声を聴く  

⑥ 当事者が専門家として参加していることを意識

する、協力して目標を達成していく 
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なぜ、ニューロアファーミング 

オーストラリアでは、自閉症スペクトラム（ＡＳＤ）

の方々を含む多様性を受け入れるということを国家

プロジェクトに位置付けているとのこと。その中で、

多様性を受け入れる、このニューロアファーミングを

最良の実践事例であると評価しているそうです。オー

ストラリアでは、このモデルと原則を使った研究がた

くさん実践されているそうです。「個人の個性を尊重

し、社会に取り組まれるよう支援し、彼らの強みや個

性を尊重していく」ということが大事だと理解しまし

た。 

では、具体的にはどういうことなのでしょう。以下、

「行動の氷山モデル」を使ってわかりやすく説明して

くれました。 

行動の氷山モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 今までは、彼らの怒り、わめき、泣き叫び…という、

目に見える「悪い行動」が少なくなることを、良くす

る方法と考え、環境を整えたり、好きなプログラムか

ら参加してもらったり、プログラムに参加したらご褒

美をあげたり、歩き回る子がいたら「ここでは静かに

座っていよう」と促したりしていました。 

 確かにすぐに見える「やっかいな行動」を何とかし

ないといけないと考えたときに、「動き回らないよう

に」と促している自分を思い出しました。 

 しかしこのモデルでは、なぜ彼らがそうなっている

のかということを見てこなかった。氷山の下に隠れて

いる部分が何かあるのではないか、ということに気づ

こうとしていなかったとヘザーさんは言います。氷山

の下に隠れているけれど、彼らにとっては大事な視点

があり、それは、彼らのトラウマや不安、ストレス、

や恐怖の感情がその行動を引き起こしているかもし

れないという見方です。 

 ですから、ニューロアファーミングでは、従来の支

援方法ではない、下記のような視点での支援方法を取

り入れるということです。 

従来の支援方法と比較して 

 ニューロアファーミング 従来 

ゴール 当事者と作成共有 支援者が提案 

行動・姿勢 コミュニケーションの違

いを受け入れる 

違いは問題だから変え

る 

感覚 道具を用いた工夫 環境に耐える 

環境 環境を変える(時間・休

憩…) 

我慢する 

ことば 手話、カード、iPad 口頭のみ 

セラピー 興味からスタート 支援者提案 

行動 発散できる行動を取り

入れる 

行動の操作 

関係性 安全で信頼できる 関係ができないまま 

最後に 

 「支援者が行動の修正のみに焦点を当てているとし

たら彼らが修正しているのはあくまで『サイン』にす

ぎません。そのサインを引き起こしている問題自体は

解決されていないのです」というロス・グリーン博士

の言葉を紹介してくれました。 

私が見ていることは何だったんだろうと、振り返ら

せてもらいました。ＹＭＳＮでは、小学生からプレジ

ョブの若者までと関わる中で、果たして氷山の下に隠

れているものがあるということを認識して関わって

きたのだろうかと考えさせられる研修でした。安全で

信頼できる関係を目指している私たちだからこそ、ニ

ューロアファーミングの姿勢を目指していきたいと

思いました。 

（ＹＭＳＮ 鈴木弘美) 

 

見えている行動 
怒り、叫ぶこと、暴言、噛
む、噓をつく、物を壊す、
ため込む、拒否、叩く 

下に隠れていること 
ストレスと不安、過去のト
ラウマ、孤独、コミュニケ
ーションスキルの問題、悲
しみ、恥、社会的スキルの
困難、感覚の負荷、空腹、
退屈、拒否されることへの
恐れ 
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被災地・福島より 

当事者性と支援 

～自らのいじめ体験とつながる原発事故の被災性～ 

片柳 光昭（ふくしま心のケアセンター） 

 

昨年 4 月より現所属に着任し、あと 2 か月ほどで 1

年が経過する。この間、地域住民支援、支援者支援を

中心に取り組んできたが、いまだこの被災地域で起き

ていることを十分に把握できておらず、もどかしさと

ともに日々を過ごしてきた。 

把握できていないのは現状だけではない。原発事故

により生じた様々な生活の変化と、そこでのメンタル

ヘルスへの影響についてである。現在でも県内外には

2 万数千人以上の方々が避難生活を余儀なくされてお

り、その方々のメンタルヘルス、すでに避難先から地

元に戻ってきた住民のメンタルヘルス、そして自治体

の職員等支援者のメンタルヘルスについて、こういっ

た課題や困難が生じているようだという理解はある。

しかし、それらを主観的な肌感覚としてつかんでいる

ものが筆者のなかに乏しく、知識として知っていても、

現場の肌感覚として結び付いておらず、一言で表せば

「見えていない」のである。 

相談につながる直接的な課題や困難は、これまでの

経験のなかである程度、支援の方向性を見出すことが

できる。例えば、子どもや若者であれば、不登校、引

きこもり、学校への行き渋り、自傷行為、ゲーム依存

等である。働き世代であれば復職支援、アルコール依

存や買い物依存、あるいは精神疾患の罹患からのリハ

ビリテーション、グリーフケア、そして様々なトラウ

マに関する相談などである。当センターに寄せられる

これらは被災地に限らず、全国どこでも生じている。

筆者が見えないのは、これらの背景にある原発事故の

被災性、つまりこの地域だからこそこれらの課題や困

難を生じさせている何かである。この「原発事故の被

災性」とは、災害そのものの衝撃だけでなく、避難生

活の長期化、生活基盤の喪失、分断、将来不安、偏見

といった二次的・慢性的な社会的・心理的ストレス要

因を意味している。 

この見えない何かを探る鍵は、筆者の中の当事者性

にあると考え始めている。ここでいう「当事者性」と

は、体験の一致そのものを指すのではない。出来事を

自分事として扱い、相手の語りに触れたときに生じる

感情や身体感覚を手掛かりにしながら、支援者として

の判断・行動へとつなげていく姿勢のことである。筆

者自身は東日本大震災を福島で経験しておらず、その

ため原発事故についても映像や書籍などで知ること

にとどまってしまう。被災された方々のお話を聞き、

胸が詰まる思いをしながらも、それはあくまで自分と

他人の境界の先の仕組みを経験したことであり、その

境界を超えて体験することはできない。この体験でき

ないことを、想像的だったとしても体験することで、

当事者としての視点を持つことができるのではない

だろうかと感じている。 

原発事故により生じたことの一つは、ある日、突然、

信頼していたものから裏切られ、多くのものを失った

という事実である。この点について筆者には、小学校

時代の壮絶ないじめの体験と、大人に対する強烈な不

信感を抱いた経験に基づく当事者性がある。筆者のこ

れらの極めてパーソナルな文脈と原発事故により生

じた影響は、内容こそ全く異なるが、それでも何かつ

ながっているようにも思うのである。あの時の怒り、

虚しさ、恐ろしさ、脅かされた感覚は今も消えること

なく残っており、つい最近まで公言することすら憚ら

れていた。この感覚が、ひょっとしたら知るという段

階から、理解するという段階に深め、さらに原発事故

の被災性にも近づいていくように感じている。 

福島の浜通りで起きていることは大規模自然災害

と原発事故という特殊災害が合わさった、世界でも類

を見ない被害である。そこでのメンタルヘルスに関す

る中長期支援は誰も経験したことのない領域である。

だからこそ、筆者の中にあるあらゆるものを動員して

いく必要があると感じている。 
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活動報告 

 

キャリアデザインスクールよこはまでは、例年

12 月、１月はイベントがあります。そのため通常

のプログラムとは少し違った内容が行われます。 

【イベント】 

まず、12 月はクリスマス会です。キャリアデザ

インスクールのクリスマス会は、ずばり「調理」で

す。みんなで決めたメニューを当日調理してみんな

で頂くのですが、つまりは事前に話し合いをしない

と何も始まらないというわけなのです。 

そして１月には「一日(または宿泊)研修」があり

ます。今回は一日の日帰り研修で、研修といっても、

いつもより少し時間をかけて遠出をしてみようと

いうレクリエーションのコンセプトです。これもク

リスマス会と同様に、どこに行く？何したい？とい

う話し合いをしないと出かけられません。 

【いっしょに企画するプログラム】 

ということで、12 月のプログラムには、通常は

ない「クリスマス会の相談」「レクの相談」という

プログラムが登場します。きっと利用者さんは、い

ったい何？と思いますよね。なので、スタッフは「ク

リスマス会、外出レクやるから参加しようよ」とか、

「当日参加するかどうかはまだ決めなくてもよい

から、話し合いだけでも参加してほしいんだけどな

～」とお声かけするところから始めます。キャリア

デザインスクールで出会ったばかりの仲間と、一緒

に食事したり上大岡の会場を飛び出して一緒に外

出したりするという内容に、「はい行きます！」と

決断できる人は少数です。実施する日は少し先なの

で、「話し合い」の場から参加して、どうしようか

な・・参加しようかなと徐々に考えてくださるよう

にゆるやかに働きかけます。 

話し合いの時間には、可能な範囲で司会や書記

も利用者さんに担っていただき、ゆっくりでもいい

ので自分たちで決定ができるように、スタッフはで

きるだけ口をはさまないように気をつけます。今回

の話し合いの結果は、クリスマス会のメニューはメ

インがピザ、一日研修は東京スカイツリータウン内

にある「すみだ水族館」への外出が決まりました。 

【クリスマス会】 

クリスマス会当日は買物から行います。買物の

概略メモはスタッフが用意しますが、スーパーでの

買物は利用者さん

中心です。買物メ

モを持ってゆるや

かにみんなを誘導

する方、電卓片手に計算をかって出てくれた方、さ

りげなく買物かごを持つ方、だんだんかごが重くな

ると手助けを申し出る方。それぞれが仲間の様子を

見て自然に気遣いをする様子は、見ていて心温まる

ものでした。調理や片付けの場面でも、みんなで自

然に協力するご様子がみられました。 

終了後は「私は誰でしょう？」ゲームをしまし

た。いつもは声が小さめな方も、場の雰囲気からか

大きい声で「私」役をやってくださって、とても頼

もしく感じられました。 

用意していたサンタクロースの衣装を着る勇気

を出すまでの方はいらっしゃいませんでしたが、ボ

ランティアさんが飾り付きの三角帽子をかぶって

盛り上げてくださいました。 

【一日研修（レクリエーション）】 

１月は一日研修です。最後の「レクの相談」の

時間では、チラシ兼行程表を作りました。体調不良

の方がいらして当日は参加者がなんと１名！ あ

まり得意ではないと言われつつ、見やすく、素敵な

イラスト入りの、わかりやすい行程表ができあがり

ました。 

当日はお天気に恵まれ、交通機関の乱れもなく、

安心して出かけることができました。みんなで事前

に調べた沖縄料理のお店で昼食をとり、お祝い事を

迎えた利用者さんに、みんなで「おめでとう」を伝

える場面もありました。 

その後はいよいよすみだ水族館へ。じっくり丹

念に展示を観察する方、早く見終わっておしゃべり

する方、写真を撮る方、それぞれの楽しみ方で過ご

されていました。 「レクの相談」の時に意見が出

ていたオプション企画のスカイツリー展望台に挑

んだ方もいらっしゃいました。 

知り合ってまだ間もないお仲間同士なので、和

気あいあいとまではいきません。おだやかでとつと

つとした交流は、この日の冬の日差しに似た暖かさ

が感じられました。 

 （ＹＭＳＮ  大倉よしの） 

キャリアデザイン 

スクール 
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短い秋に入り、あっという間に冬も始まる頃、

Irodoriには様々なイベントがありました。 

11月の初めにはバザーがあり、Irodoriからは駄

菓子の詰め合わせや、ボランティアの皆さんや

Irodori のみんなで頑張って作った手作りの商品を

売りました。 

お店の前に立ってお客さんに声をかけたり、お金

を受け取り、商品を渡したりするなど、みんな頑張

って仕事をしてとても沢山の商品をお客さんに買

ってもらう事ができました。 

 最初は緊張もあったでしょうが、お客さんに呼び

かける内にだんだんと出せる声が大きくなってい

く子もいて、頼もしさを感じる場面も・・・ 

終わった後に感想を聞くと「楽しかった」「自分

はこういう事も出来るんだと思った」と教えてくれ

て、こういった体験が自信に繋がっていってくれる

と嬉しいなと思いました。 

 

 たまには出かけてみよう！とみんなでカラオケ

にも行きました。どんな感じかな？ みんな楽しん

でくれるかな？ とワクワクドキドキしながら行

くと、マイクが置かれることなんてないくらい次か

ら次へとみんなで大熱唱！ 

 様々な歌が飛び交い、「今ってこの曲が流行（は

や）ってるんだね～」「この歌ちょっと分からない

なぁ～」「この歌知ってる！」なんて言いながら、

中高生との世代の違いのギャップも面白くとても

盛り上がりました。 

 みんながどういうアーティストが好きなのか、ど

ういう歌が好きなのか、この歌詞が好きといったと

ころからみんなの事を少し知れた気がして、 

 

カラオケは歌う事や聞く事だけでなく知れる事も

多いんだなと思いました。 

 

 

クリスマスパーティー 

 

そして冬と言えばクリスマス！ Irodori では毎

年恒例のクリスマス会！ 

現在 Irodoriに通っている人だけでなく、沢山の

Irodori卒業生たちも来てくれました。 

野菜を切る人、肉を切る人、クリームを塗る人、

サンタのコスプレをする人…様々な役割を分担し

て、みんなで協力して作ったビーフシチューやケー

キはとても美味しく出来ました。 

 そしてクリスマスプレゼントの交換会！ 限ら

れた予算内でいかにみんなに喜んでもらえるか、と

いう工夫と知恵が組み合わさったプレゼントをラ

ンダムに交換し合い、僕はこんなプレゼントだっ

た！ 私はこんな感じだったよ！と、みんなで楽し

みました。 

 最近はこんな感じですという話もたくさん聞け

て、初めて会う人から久しぶりに会う人まで、みん

なでとても楽しいクリスマスを過ごせました。 

 

2026 年もこんな風に様々な出会いと学びがある

楽しい年になればいいなと思います。 

（ＹＭＳＮ  上曽晴斗） 

 

 

Ｉｒｏｄｏｒｉ 
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寒い冬の季節は空が暗くなるのも早く、駄菓子屋

に集まる子どもたちには、４時 30 分くらいから早

く帰るように促すのですが、暗くなっても外のデッ

キで５時の閉店まで粘っています。真っ暗で何も見えないのに塾の宿題をしている子

や、ゲームで盛り上がっている子がいたのを知ったある会員さんが屋外用ライトを寄

付してくれました。とても明るくなって、いつまででも外で遊べる環境が整いました。

寒い季節の子ども食堂でもありがたい存在になっています。小さな配慮が詰まった遊

び場になっています。 

一方カフェは午前中の営業です。冬の季節になり、太陽が出ている日中は、温室のように暖かく、過ご

しやすくなります。しかし、曇りの日は冷気が漂い、こたつがあるのですが、それだけでは長時間温まれ

ません。それを知っている別の会員さんから、ある日ストーブの寄付をいただきました。カセットコンロ

のストーブで、持ち運びも楽なうえ、冬の災害時にも役に立ちます。 

このように、色々なところで、助けられていること、温かい応援をいただいていることを心から感謝し

ます。                                （ＹＭＳＮ 鈴木弘美） 

 

 

 

書籍紹介 

「カーテンコール！」 著者：加納朋子 

最近の私は読書がマイブームです。 

本は、時に私の現実逃避に付き合ってくれる友

人のようであったり、またある時には心をじんわ

りと包み込んでくれるお布団のようであったり

と、今の自分が求めるパートナーとして存在して

くれています。 

ここでは、私が最近読んだ本の中で特に印象深

い本を紹介します。本のタイトルは「カーテンコ

ール！」。加納朋子さんの作品です。 

本の概要としては、閉校予定の私立萌木女学園

で、それぞれ事情を抱えた生徒たちを卒業させる

ための合宿生活を描いた物語―といったところ

です。 

様々な人物が各章で主役として登場するわけ

ですが、全員の共通点は、大きな生きづらさを抱

え、かつ今まさにそ

の生きづらさに直面

している点です。 

中には、あなたと

似た生きづらさを抱

える人がいるかもし

れません。 

この本は、そんな

生きづらさを取りこ

ぼさず、掬い上げて

くれるような内容だと感じました。多くの人にエ

ールを送る一冊になっています。ぜひ手に取って

みてください！ 

（ＹＭＳＮ 竹下優羽） 

 

駄菓子屋カフェ 
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